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１ 校区社会福祉協議会とは 

人吉市における校区社会福祉協議会（校区社協）は昭和 33年に結成されました。各々

の地域の福祉課題にいち早く取り組み、ニーズに沿ったさまざまな福祉活動を展開して

います。 

 校区社協はそれぞれ独立した任意の団体です。市社協は各校区社協の活動を支援し、

連携を図っています。 

 

＊校区社協と市社協の関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊校区社協を組織している福祉関係者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

人
吉
市
社
会
福
祉
協
議
会 

連携・協働 

校
区
社
協
連
絡
協
議
会 

東 校 区 社 協 

西 校 区 社 協 

東 間 校 区 社 協 

町内会長  民生委員児童委員  

くらし見守り相談員 老人クラブ（シニアクラブ）  

健康推進員 町内女性部 子ども会育成会 など  

大 畑 校 区 社 協 

西 瀬 校 区 社 協 

連絡・調整 

中 原 校 区 社 協 
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２ 校区別活動計画 

小地域ネットワーク活動とは… 

 各校区社会福祉協議会と町内会が中心となって行う事業で、一人暮らしの高齢者や高

齢者のみの世帯、障がいのある方、子育て中の方等、日常生活に不安を持っている方が、

住み慣れた地域で安心して生活を送ることができるよう、小地域（各町内）で声掛けや

見守りといった、住民同士の目配り気配りのネットワーク活動を行っています。 

 地域で見守りが必要な方を確認する「小地域ネットワーク推進会議」を各町内で年 2

回開催し、見守り対象となった方には、くらし見守り相談員が月１～２回程、対象者の

自宅を訪問し、元気で生活をされているか声掛けを行っています。また、何か異変があっ

た際には、民生委員児童委員に情報共有し、地域包括支援センターや社会福祉協議会に

相談する等、連携して住民同士の信頼の絆を育んでいます。 

  

小地域ネットワーク活動

・一人暮らしの高齢者

・高齢者のみの世帯

・障がいをお持ちの方

・子育て中の方等

地域での見守りを必要とする方

隣近所の方

（キーパーソン）
町内会長

民生委員児童委員

シルバーヘルパー

くらし見守り相談員

安心生活

応援団

市役所

社会福祉協議会

 

小地域ネットワーク活動の対象者 
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東校区 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  

基本計画 

 実施する事業 実施年度 具体的な取り組み 

１ 
小地域 

ネットワーク事業 
継続 

・各町内年２回の定期開催を推進する。 

・基本事業としての理解を深め、実のある事業展開を行う。 

・日常、非日常、災害時に生きる事業として展開できる事業
とする。 

２ ミニサロン事業 継続 ・全町内での実施を基本とする。 

３ 地域サロン推進事業 新規 ・現サロン活動の紹介ならびに新規サロン開設への支援 

４ 
人吉市生活支援 
体制整備関連事業 

新規 
・従来実施してきた「日常生活協力援助（表彰）事業」をベー
スに生活支援体制整備事業推進の中核事業としての構築を
助長する。 

◎校区社協だよりの発行 ◎校区社協研修開催 

基本目標 
声掛け・見守り・向こう三軒両隣、地域の福祉力を高め、 

安心して暮らせる地域づくり 
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西校区 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

基本計画 

 実施する事業 実施年度 具体的な取り組み 

１ 
小地域 

ネットワーク事業 
継続 

・情報交換、情報共有の徹底による充実を図る。 

・町内単位の福祉推進会議の活用による円滑な事業運営に資
する。 

２ ミニサロン事業 継続 

・全町内、年２回実施を前提に推進する。 

・内容（特に、食の提供）の創意工夫による魅力ある事業を
助長する。 

３ 世代間交流事業 継続 

・西小学校５学年との定期事業としてのグラウンドゴルフ交
流会を開催する。 

・校区公民館との共催による親子ふれあいグラウンドゴルフ
大会を開催し各町内の幅広い年齢層との交流を図る。 

４ 子育て支援事業 継続 

・ニコニシ食堂（子ども食堂）は、コミセンを核に月１回の
開催を基本に、各町内への出前食堂を設け活動を促進する。 

・支援スタッフの安定確保と、事業の周知、啓発に努め事業
の充実、定着を図る。 

５ 
地域ふれあい 
福祉事業 

継続 
・各町内の特色を生かした取組みに対する分配金制度を設け、
独自性を持つ福祉事業の展開を後押し、促進する。 

６ 
人吉市生活支援 
体制整備関連事業 

新規 

・活動拠点「ニコニシ支え合いセンター」の幅広い機能（多
様な場面）の充実を目指す。 

・ニコニシカフェの併設（拠り所）各種団体等の会合、交流
の場。 

◎校区社協だよりの発行 ◎校区社協研修開催 

基本目標  思いやり・支え合いの町づくり 
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東間校区 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

  

基本計画 

 実施する事業 実施年度 具体的な取り組み 

１ 
小地域 

ネットワーク事業 
継続 

・全町内年２回の開催ができる支援体制の強化に努める。 

・災害時等に機能する、強い体制づくりに向けメンバーの意
識高揚、行動につながる認識共有の場として設定する。 

２ ミニサロン事業 継続 

・定着化した事業として創意工夫によるさらなる高み（充実）
を目指す。 

・各町内の担い手（後継人材）養成、確保を図る研修会等を
開催する。 

３ 
老人給食 

ボランティア事業 
継続 

・支援人材の高齢化対策が急務であり、後継者の計画的確保
を進める。 

・季節感あふれる弁当メニューによる魅力ある喜びの提供に
努める。 

４ 子ども育成事業 継続 

・町内活性化のための自主活動を応援（１万円助成）するも
ので、全町に波及するよう周知、啓発を図る。 

・世代間交流及び地域行事継承等の機会確保の場面づくりと
して推奨する 

５ 子育て支援事業 継続 
・暦年における出生児へのお祝い（商品券贈呈）をとおし、
地域での子育て環境の整備、住民意識の高揚に資する。 

６ 
人吉市生活支援 
体制整備関連事業 

新規 

・地域の地形的特色に鑑み、町内単位の取組みを基本とした
推進を考える 

（主要方向） 
 ①地域力を生かしたモデル町内設定による独自内容での先

行実施 
 ②山間地を視野に入れた外出（移動）支援サービスの整 
  備 

◎校区社協だよりの発行 ◎校区社協研修開催 

安心・安全のふれあいの町づくり事業の充実、推進を図る 基本目標 
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大畑校区 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

基本計画 

 実施する事業 実施年度 具体的な取り組み 

1 
小地域 

ネットワーク事業 
継続 

・推進会議の全町内年２回開催を継続し、健全な町内会活動
につなげるため町内行事として位置づける。 

・地域福祉を担うための情報交換、共有の場としての活動を
充実する。 

・基本目標推進の中核となる気運醸成を図り、実践者として
の役割を担えるよう努める。 

2 ミニサロン事業 継続 

・全町内、年２回開催による町内の活性化を促す。 

・対象者、主催者双方への啓発と支援の拡充を行う。 

・対象者の高年齢化による体力等に配慮した内容に工夫し活
動の充実を図る。 

・参加者の会場への送迎問題解決に向け検証する。 

3 世代間交流事業 継続 

・各町内一つの住民交流の取組みとして、地域の伝統行事の
掘り起こし、子どもを含めた工夫ある独自活動等の推進を
促す。 

 七夕づくり、どんど焼き、神社祭り、親子グラウンドゴル
フ、親子ウォーキング、一斉清掃・環境美化、お年玉宝探
し等 

4 
災害時緊急 
対応計画 

作成支援事業 
見直し 

・緊急時、災害時の対応について平素から明確な周知、啓発
を行う。  

状況把握と情報発信の手順、要援護者等と支援者の確認、
避難経路と避難所確認等について地域住民が共有 

・毎年、定期の確認、見直しによる周知徹底及び訓練の場の
設定を行い、活動計画の作成につなげる。   

5 
人吉市生活支援 
体制整備関連事業 

新規 

・生活支援体制整備事業との一体的事業と位置づけ、小地域
ネットワーク推進会議を土台に「町内支え合い推進員会」
を置き、福祉活動の拡充を図るため「協議体」と連携し活
動を支援、円滑な推進に努める。 

各地縁団体の役員交代後も 1 年間は推進員として共に活
動し、役員の負担軽減（安心感）を図り、スムーズな役
員交代、事業遂行につなげる。 

・全世帯実施の住民アンケート調査結果を踏まえ、今後の取
組みの道筋を決め計画的実施につなげる。 

◎校区社協だよりの発行 ◎校区社協研修開催 

基本目標 
支え合い（To support） 助け合う（To heｌp） 心つながるまち 

～ 明るいあいさつから ～ 
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西瀬校区 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
基本計画 

 実施する事業 実施年度 具体的な取り組み 

1 
小地域 

ネットワーク事業 
継続 

・小地域ネットワーク推進会議において、見守り対象者の明
確な把握情報の確認、共有の徹底を図る。 

・地域福祉担い手育成の場として、福祉、生活、防災等々に
関する出前講座を活用し知識の習得、幅広い視野を養うこ
とで後継人材の発掘につなげる。  

2 ミニサロン事業 継続 

・健康重視の活動内容を基本に、生きがい及び楽しみの場と
しての娯楽提供も含めマンネリ化のない工夫ある充実に努
める。 

・会場まで足を運べない対象者増への対応についてネットワー
ク会議と連携を図る。 

3 
地域町内の 

世代間交流事業 
継続 

・地域の文化（神社の大祭、夏祭り、どんどや等）として継
承された活動への積極的参加を促しタイアップ事業として
の後押しを図る。 

・町内単位で開催されるグラウンドゴルフ大会やウォーキン
グへの参加機会を促進する。 

4 子どもの見守り事業 継続 
・見守り員（協力者）の高齢化による後継人材の発掘、確保
を支援する。 

5 
人吉市生活支援 
体制整備関連事業 

新規 

・住民座談会の開催により事業推進の方向を定めていく。 

・地域サロンに代表される「場づくり」を基本に、校区の地
域づくりの普及啓発を目指す。 

◎校区社協だよりの発行 ◎校区社協研修開催 

 
 
 
 

基本目標 地域の助け合い支え合いを深めて、より豊かな福祉のまちづくりを目指す 
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中原校区 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

基本計画 

 実施する事業 実施年度 具体的な取り組み 

１ 
小地域 

ネットワーク事業 
継続 

・ネットワーク会議を各町内の年間行事に位置付けた推進を
図る。 

・見守り活動の充実が図られるよう積極的支援に努める。 

・会議における守秘義務の在り方、取り扱いについての総体
的な理解、共有を図る。 

２ ミニサロン事業 継続 

・各町内間の課題を共有し解決につながる率先的役割を担い
内容の充実を図る。 

・実施者（主催）の企画・運営の支援に努める。 

３ 
老人給食 

ボランティア事業 
継続 

・従事者と校区社協役員との定例会を実施し内容の充実、事
業の発展的展開を促進する。 
要綱の適宜整備、月２回開催の課題解決、ミニサロン事
業との連携など 

４ 世代間交流事業 継続 

・各町内へ活動助成金を設けることで事業の啓発内容の充実
を促進する。 

・なかよしランチの内容充実、運営の定着化に向け運営費の
助成を行う。 

５ 

なかはら 
福祉祭り事業 
（支え合い 
福祉祭り） 

継続 

・今後の校区地域福祉の軸を担う新たな事業と位置付け、各
種団体等との連携を深め一体的開催に努める。 
中原校区のシンボル的機能を担う「地域の支え合いによ
る総合交流の場」 

６ 
人吉市生活支援 
体制整備関連事業 

新規 

・なかはら生活支援協議会（支え合い部会）との一体的取り
組み（地域福祉推進）による地域住民とのつなぎ役とし
ての地域情報の提供、共有を図る。 

・なかはら生活応援団による支え合い活動を基幹事業とする
充実を図るため積極的に支援する。 

◎校区社協だよりの発行 ◎校区社協研修開催 

基本目標  地域の助け合い・支え合い・仲間づくりの町「なかはら」 
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